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	応用
	抗原情報
	背景
	フィブロネクチンは、細胞表面やコラーゲン、フィブリン、ヘパリン、DNA、アクチンなどの様々な化合物に結合します。フィブロネクチンは、細胞接着、細胞運動、オプソニン作用、創傷治癒、細胞形状の維持に関与しています。また、フィブロネクチン線維形成細胞媒介性マトリックス構築プロセスを介して骨芽細胞の圧縮に関与し、骨芽細胞の石灰化に不可欠です。フィブロネクチンは、細胞表面やコラーゲン、フィブリン、ヘパリン、DNA、アクチンなどの様々な化合物に結合します (PubMed:3024962, PubMed:3900070, PubMed:3593230, PubMed:7989369)。フィブロネクチンは、細胞接着、細胞運動、オプソニン作用、創傷治癒、細胞形状維持に関与しています（PubMed:3024962、PubMed:3900070、PubMed:3593230、PubMed:7989369）。フィブロネクチン線維形成細胞を介したマトリックス形成過程を介して骨芽細胞の圧縮に関与し、骨芽細胞の石灰化に不可欠です（類似性による）。骨芽細胞によるI型コラーゲンの沈着制御にも関与しています（類似性による）。
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	ヒト血清細胞溶解物中のフィブロネクチン発現のウェスタンブロット分析。

